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　2026年，『技能と技術』誌は創刊60年を迎えます。

　本誌が歩んできた時間は，日本のものづくり現場
と共にあり，変化のたびに「学びとは何か」「技能
とは誰のための力か」を問い続けてきた歴史でもあ
ります。

　節目の年にあたり，本誌では，「創刊号デジタル
アーカイブ」として初代校長・成瀬政男氏の「技能
の火　技術の火」を掲載します。

　また，過去をたたえるだけでなく，次の一歩を見
つめる，全 4回の「60周年記念連載」をお届けし
ます。今回は，生成 AIを “資料整理と議論の相棒 ”
として活用し，眠っていた知を読み起こし，これか
らの教育や能力開発の姿を多角的に考えました。
AIは答えを示す存在ではなく，問いを深めるため
の道具，その実感を誌面で共有できればと思います。

　第 1回では，職業訓練研究センター（現：基盤
整備センター）初代所長・宗像元介氏が50年前に
記した連載を読み返し，人間の仕事観や熟練形成に
関する五つの洞察を現代のレンズで照らし直しま
す。

　第 2回は，職業訓練大学校（現：職業能力開発
総合大学校）初代校長・成瀬政男氏と教育思想家ペ
スタロッチの歩みを重ね，心を届ける教育とは何か
を静かに掘り下げます。

　第 3回と第 4回では，生成 AIを用いて複数の専
門家視点を並置し，職業大が今後どこへ向かうべき
か，AI・技能・教育の交差点から議論を整理します。
未来を決めつけるのではなく，進む道を共に考える
ための議論です。

　60年目の今だからこそ，過去の言葉が響き，未
来への視界が開ける瞬間があります。

　この連載が，現場で働く皆さまの学びや対話の
きっかけになれば幸いです。

「技能と技術」編集部

60周年記念

60周年記念連載にむけて


